
奇

数

と

活

動

性

｢

不
平
衡
と
活
動

レ
ハ

iラ
チ
ル

物
不

レ
卒

則

鴨

と

右
人
も
叫
ん
だ
通
-
､
凡
て
事
物
は

飴
-
折
合

や
調
和
が
善
-
､
順
調
に
の
み
運
凡
で
は
莱

慨
も
鎗
奮
も
不
要
で
あ
る
か
ら
､
平
凡
に
始
終
し
て
活

動
の
光
輝
は
現
出
し
無
い
､
日
常
の
自
然
現
象
に

於て

雨
の
降
る
の
も
風
の
吹
-
の
も
皆
朱
魔
'
東
独
等
の
気

象
要
素
が
平
衡
を
失
ふ
か
ら
起
る
の
で
､
人
事
の
上
に

於
で
も
弾
難
は
人
を
玉
成
す
る
所
以
で
.
盤
根
錯
節
に

あ

らざ
れ
ば
利
器
を
列
つ
事
は
出
邪
ぬ
'
雨
水
囲
乱
れ

て
忠
拭
覗
は
れ
､
豪
貿
う
し
て
孝
子
出
づ
と

い
ふ
の
も

圃
歩
躯
雛
､
衆
道
窮
厄
に
際
脅
し
て
.
偉
人
烈
士
の
政

も
活
躍

す

る
異
補
を
遭
破
し
た
も

のに
外
在
ら
ぬ
｡

数
に
於
て
も
偶
数
は
制
-
切
れ
る
か
ら
調
和
性
で
あ

省
が
'
奇
数
は
其
中
に
素
数
(P
rim
e
N
u
m
b
er)
も
あ

っ

て'
一
般
に
割
-
切
れ
無

い
か
ら
調
和

性
に
は
乏
し

い

が'
其
代
-
ほ
特
殊
性
が
あ
っ
て
不
覇
淘
立
の
態
が

布
教

と
iC
動
地

石

J

成

章

あ
る
､
故
に
用
易
に
於

七も
奇
数
を
陽
は
配
し
.
九
を

以
て
之
を
敦
は
し
.
偶
数
を
陰
と
し
て
六
を
以
て
之
は

配
す
る
'
故
に
偶
数
は
阻
却
平
静
で
あ
る
が
奇
数
は
猫

立
活
動
的
で
あ
る
｡

之
を
問
民
性
に
観
る
も
奇
数
を
銅
ぶ
の
と
偶
数
を
桐

ぶ
の
と
あ
っ
て
'
奇
数
を
荷
ぶ
闘
民
は
勇
猛
果
敢
で
狗

立
心
強
-
常
に
進
取
活
動
的
で
あ
る
が
､
偶
数
を
翻
ぶ

問
民
は
穏
柔
和
静
で
訓
和
妥
協
性
に
富
み
柄
動
的
孜
ら

ざ
る
傾
向
が
あ
る
｡

我
岡
は
古
凍
奇
数
を
桐
ぶ
問
民
で
'
古

い
習
慣
の
五

節
句
の
如
き
も

一
､
三
'五
､
七
七
九
で
全
然
奇
数
の
月
P

の
み
を
選
び
､
見
茄
の
統
以
ほ
も
七
､
五
､
三
の
奇
数
を

用
以
'
長
藷
の
就
鴛
も
米
語
の
他
は
六

二
七

二
七
七

菅
奇
数
で
'
役
年
と
し
て
嫌
ふ
年
瀞
も
凹
二
の
他
は

.L

九
､
二
五
､
三
三
､
亦
皆
奇
数
で
あ
る
｡
家
庭
の
由

答
品

も
概
し

て奇
数
を
以
て
す
る
習
慣
で
あ
る
｡

充

五
九



地

球

竹[T
十
川
ぜ

東
洋
問
民
中
支
那
､
印
度
は
必
L
も
奇
数
を
何
ぼ
無

い
闘
民
性
で
p
各
種
の
習
慣
は
偶
数
を
邦
ふ
る
蔀
が
多

-
､
堂
塔
器
具
等
の
配
置
車
は
多
-
は
偶
数
を
以
て
し

必
ず
之
を
封
稲
的
ほ
配
列
し
て
封
臆
訓
和
せ
し
む
る
傾

向
が
顕
著
で
あ
る
､
就
中
印
庇
は
古
凍
事
々
物
々
二
､

四
､
八
､
一
六
七
三
二
､
の
如
き
偶
数
を
州
以
'
調
和
藍

潜

ぶ
習
性
が
あ
る
｡

今
や
我
園
民
放
往
々
外
か
弓
は
嫉
視
排
斥
せ
ら
れ
.

内

に
は
輸
入
超
過
'
事
業
不
振
､
失
業
増
加
は
加
ふ
る

ほ
人
心
不
安
ー
忠
恕
悪
化
等
幾
多
泥
刻
在
る
囲
難
は
庖

両
L
t
鹿

に
内
外
免
急
の
秋
で
あ
っ
て
､
異
筒
に
囲
民

活
動
力
試
練
の
敢
好
時
機
と
謂
は
ね

ば怒
ら
粕
｡

二
七
物
貿
原
索
の
情
動
性

物
質
の
根
幹
た
る
原
索
に
･9
活
動
性
の
79
の
と
非
活

動
性
の
も
の
と
が
拍
薯
で
､
倒
せ
ば
水
素
'リ

チ
ウ
ム
､

弗
素
'
ナ
ト
リ

ウ
ム
､
的
菜

､
カ
リ
グ
ム
'

巣
窟
'

ル

ビ
ダ
ウ
ム
'
沃

素
ヽ
等
は
何
れ
も

活
動
性
で
､
原
手
番

放
(
A
tom
ic
N
u
m
b
er)
は
奇
数
の
も
の
ば
か
-
で
あ

る
が
､
基
等
の
間
は
凍
る

ヘ
リ
ウ
ム
､
ネ
オ
ン
'
ア
ル

ゴ
ン
.
ク
リ
プ
ト
ン
'
ク
セ
/

ン
J
尊

は
何
れ
も
非
清

節

丁
放

言

六
O

動
性
で
原
子
香
焼
は
何
れ
も
偶
数
で
あ
る
｡

凡
て
原
索
の
原
子
(
A
tpm
)は
中
心
核

(N
ucteus)
一

と
､
共
用
裾
を
恰
か
も

太
陽
属
渚
惑
崖
の
如
-
運
嘩
す

る
数
個
の
電
子
(
E
lectro
n
)
と
よ
ら
成
虫
､
中
心
核
は

一
定
嶺
の
陽
電
気
h
T瀞
び
'
電
子
は
之
に
相
歯
す
る
陰
,

電
束
を
帯
び
'
其
池
場
電
子
の
数
は
大
鰭
に
於
で
原
子

番
版
数
に
等
し

い
か
又
は
近

い
も
の
で
あ
る
が
､
原
子
〟

番
地
の
偶
数
在
る
収
束
は
'
其
電
子
の
数
が
亦
偶
数
で

あ
る
評
で
'
能
-
胡
卸
し
て
不
平
衡
が
塵

い
か
ら
非
活

動
性
で
あ
る
が
､
庶
子
香
坂
の
奇
数
な
る
原
索
は
∵
準

電
子
の
故
が
亦
奇
数
で
､
調
和
さ
れ
無

い
仲
間
外
れ

町

電
子
が
少
-
も

一
個
在
る
筈
で
あ
る
か
ら
､
不
平
蘭
が

あ
っ
て
十
分
に
は
調
和
せ
ず
､
常
に
活
動
性
に
甘
み
､

他
と
化
合
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
著
し

い
｡

へ
-
ク
ム
の
電
子
は
二
個
で
髄
-
調
和
し
'
瀕
濁
世

不
活

散
で
あ
る
が
､
其
原
子
が

1
掴
城
主
で
水
素
と
満

っ
て
も
或
は
又

一
個
増
し
て
リ
チ
ウ
ム
と
馬
つ
で
79
不

平
衡
が
出
来
て
活
動
性
を
駆

び
氷
る
､
是
と
同
様
に
ネ

オ
-

ン
の
電
子
は

1
0
個
で
善
-
折
り
合
以
非
活
動
性

や

あ
る
が
､
電
子

一
個
を
減
ず
れ
ば
弗
素
と
馬
力
､
又



7
佃
を
壇
伽
す
れ
ば
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
馬
-
.
何
れ
も
化

合
力
頗
る
旺
盛
在
原
素
と
馬
る
.
又
ア
ル
ゴ
ン
は
察
未

申
は
約
百
分

一
存
在
す
る
あ
-
ふ
れ
た
瓦

斯
で
あ
る
が

其
非
活
動
性
の
薦
め
は
近
代
ま
で
存
在
す
ら
.S
め
ら
れ

ざ
-
し
も
の
で
あ
る
'
共
有
す
る
電
子
の
数
は

一
八
で

l
個
減
ず
れ
ば
線
素
と
危
-
､

一
個
増
加
す
れ
ば
カ
リ

ウ
ム
と
馬
-
､
何
れ
も
化
合
力
の
旺
盛
夜
原
索
で
あ
る

が
'
猫
-
中
間
の
ア
ル
ゴ
ン
だ
け
は
甚
だ
鈍

い
不
活
散

在
放
棄
で
あ
る
'
鳥
と

同
様
は
電
子
の
数
の
三
五
で
あ

る
臭
素
と
三
七
で
あ
る
ル
ビ
デ
ク
ふ
と
は
活
動
性
の
原

索
で
あ
る
が
'
其
中
間

三
六
の
ク
リ
プ
ト
ン
は
非
活
動

性
で
あ
る
'
更
に
電
子
の
数
五
三
の
沃
素
と
五
五
の
シ

ジ
ク
ム
と
は
活
動
性
が
あ
る
が
､
其
中
間
五
四
の
ク
セ

ノ
ン
は
化
各
カ
の
非
常
は
倣
弟
な
原
索
で
あ
る
.

原
子
番
鉱
の
偶
数
の
原
索
で
'
活
散
在
も
の
も
少
数

は
在
る
､
炭
素
(
原
子
番
批
六
)､酸
素
(
原
子
番
漉
入
)､

洗
素
(
一
四
)､
硫
黄
二

六
)等
が
是
で
あ
る
｡
併
し
是

等
は
他
の
普
通
の
原
索
と
異
れ
る
特
殊
性
の
原
索
で
あ

る
乙
と
が
注
意
に
値
す
る
.

三
､
結
晶
の
活
動
性

有
数

と
防
潮
他

凡
て
結
晶
に
は
其
外
形
か
ら
観

て封
構
面
の
あ
る
も

の
と
無

い
も
の
と
あ
-
封
構
面
を

有す
る
も
の
も
其
数

は
必
ず
奇
数
で
あ
る
'
而
し
て
外
形
の
封
桁
は
必
ず
内

部
の
分
子
ー
原
子
の
配
列
は
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
て

光
学
性
'
又
は
電
束
性
､
熱
性
等
*
種
の
物
州
性
は

結

晶
内
部
の
構
造
に
聯
闘
し
､
封
粥
に
朝
常
し
て
居
る
｡

例
せ
ば
光
が
結
晶
を
通
過
す
る
ほ
督
-
､
最
も
複
雑
を

担
化
を

受
-
る
の
は
前
記
封
箱
の
程
度
の
最
も
低

い
三

斜
晶
系

の
粘
晶
で
､
封
柄
程
度
の
最
も
高

い
等
軸
晶
系

の
結
晶
は
光
に
対
し
均
質
で
(isotro
p
ic
)､
方
向
は
よ

る
差
異
は
無
-
甚
だ
箪
純
で
あ
る
｡
其
他
の
晶
系
の
結

晶
は
何
れ
も
偏
光
を
為
し
､
複
屈
折
の
現
象
を
若
し
'

方
向
に
ょ
-
で
屈
折
率
の
太
さ
を
異
に
し
1
其
大
小
に

ょ
-
て
陰
陽
両
性
に
分
つ
べ
-
､
正
方
｣
ハ
方
二
品
薫
は

於

ては
光
の
分
雛
せ
ざ
る
方
向
即
ち
光
軸
は
唯

1
で
あ

る

が､
他
の
三
晶
系
に
於
で
は
二
相
の
光
軸
,社
有

す
る
'

結
晶
形
の
種
板
三
二
品
簾
中
粂
-
封
柄
面
を

有

せ
ざ
る

は

一
言
m
篠
で
'
相
互
に
影
像
の
閥
係
に
在
る
相
反
形

(

E
na
n
t
im
oIPh
)
を
生
じ
'
偏
光
面
と
右
若
-
は
左
に

廻
旅

す

る
特
性
が
あ
っ
て
､
之
,<L3光
撃
上
清
動
的
と
栴

Y
l
T

･:IT
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爪
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川
容

節

丁
班

竺

六

二

L
p
此
性
磐
の
無

い
7:P
の
を
非
清
動
的
と
す
る
｡
而
し

て
其
右
旋
性
p
左
旋
性
は
必
ず

結
晶
の
外
形
は
珊
潜

し
､
特
殊
の
結
晶
面
が
其
右
側
叉
は
左
側
に
轍
達
し
で

屠
る
､
倒
せ
ば
六
方
偏
万
般

(li
eL1
2g
Om
l
T
rlP
eZ?

h
ed
ro
n
)
の
面
が
杜
面
の
右
側
に
在
る

右
水
晶
は

必

ず

右
旋
性
で
p
左
側
に
在
る
左
水
H

m
は
必
ず
左
旋
性
で
あ

る
○有
碩
化
合
物
の
結
晶
に
も
此
性
質
あ
る
も
の
が
多
-

酒
石
酸

(
T
arta
ric

A
cid
)､

ラ
セ
ミ
醸

〔
R
a
ce
.7
1Aic

A
cid)
甘
藍
附
(
C
an
e
S
ug
el)
の
如
き
は
就
中

揖

潜

在

も
の
で
､
摘
態
で
も
石
油
や
オ

レ
イ

ン
酸
(O
ieic
A
cid
)

な
ど
ほ
は
亦
此
性
質
が
あ
っ
て
液
態
粘
晶

(
L
iq
u
id

C
rystal)
の
軍
紀
が
之
に
基
因
し
て
屠
る
｡

此
利
反
形
に
於
け
る
石
旋
左
旋
性
は
分
子
の
配
列
に

関
る
も
の
と
､
分
子
中
に
於
け
る
原
子
の
配
列
に
因
る

も
の
と
あ
る
が
､
兎
に
角
原
子
又
は
原
子
群
は
孤
猫
の

79
の
が
あ
っ
て
非
封
桁
的
に
配
置
せ
ら
れ
て
相
反
形
を

亜
ず
る
の
で
あ
っ
て
､
右
旋
性
の
も
の
と
左
旋
性
の
も

の
と
等
量
に
調
和
せ
し
ひ
れ
ば
p
彼
此
補
償
し
て
光
学

的
活
動
性
yCLJ失
ふ
と
同
時
に
､
相
反
形
も
左
右
結
合
し

て
封
稀
面
を
有
す
る
形
と
為
る
轟
､
左
右
水
晶
の
醇
倉

し
た
紫
水
晶
の
結
晶
に
放
て
見
る
迫
AQ
で
あ
る
｡

酒
石
酸
と
撒
水
ラ
セ
ミ
酸
は
､
共
に
賓
脇
式
C
山H
60
6

で
鞘
等

5,が
'
酒
石
酸
は
情
動
性
で
'
ラ
セ
ミ
酸
は
非

活
動
性
で
あ
る
､
然
る
に
稗
糾
な
る
研
究
に
ょ
れ
ば
'

ラ
セ
ミ
慨
は
等
量
の
右
麓
と
左
旋
の
両
相
反
形
が
結
合

中
刺
し
て
活
動
性
を
失
ふ
た
も
の
で
あ
る
.
故
に
ラ
ゼ

ミ
酸
の
溶
牧
に
先
づ
生
物
の
生
活
に
必
要
在
る
燐
酸
蟻

を
少
し
-
加
へ
置
き
p
苑
に
幣
酵
素

Pe
n
icilliu
m

G
l
aI

u
c
u
m

の
胞
子
を

投
入
す
れ
ば
､
ラ
セ

ミ
酸

中
右旋
性

の
構
成
分
は
食
ひ
益
さ
れ
､
左
旋
性
構
成
分
の
み
が
残

留
す
る
と

い
ふ
而
白

い
事
賓
が
あ
る
｡
又
右
旋
性
と
左

旋
性
の
酒
石
酸
溶
牧
を
等
量
に
混
和
す
れ
ば
熱
を
登
生

し
'

一
分
子
の
水
を
含
む
非
活
動
性
の
ラ
セ
.,,
酸
が
出

家
'
其
結
晶
は
封
栴
面
の
在
る
形
と
濁
る
｡

E
r

t
舘

語

之
を
婁
す

る
は

原
索
に
於

で
も
'
化
合
物
に
於
て
も

一
敗
に
活
動
性
を
有
す
る
は
､
調
和
を
放
き
不
平
衝
の

状
態
は
在
る
奇
数
要
素
の
存
在
す
る
も
の

で
あ
っ
て
'

各
部
が
十
分
に
調
和
し
平
衡
の
状
態
に
放
て
は
安
静
と



馬
-
p
櫓
動
性
は
亡
失
す
る
の
が
常
で
あ
る
｡
人
事
上

の
諾
現
象
は
79
亦
頗
る
基
は
粗
す
る
も
の
の
あ
る
の
む

地
理
教
材
と
し
て
の
地
形
図

看
過
し
て
は
為
ら
ぬ
｡

(節
二
輯
)

四
?
生

駒

山
岡

所
要
地
図

五
･ft;3:
分

l
地
形
図
､
大
阪
東
北
部
.
(
同
奈

良
参
照
)

此
地
形
図
の
東
南
に
は
生
駒
山
脈
が
ほ
ぼ
関
北
に
走

っ
て
む
-
共
架
に
は
南
北
の
凹
地
む
隔
て
て
後
産
駒
山

脈
が
低
-
め
-
'
な
は
束
に
は
富
雄
の
谷
を
爽
ん
で
丘

陵
地
瀞
が
横
は
っ
て
ゐ
る
｡
兼
北
部
に
は
磐
船
の
山
塊

が
あ
っ
て
其
兼
は
傾
斜
し
て
丘
陵
群
む
な
し
'
西
は
出

田
相
の
段
丘
'
川
越
付
の
丘
陵
が
あ
る
｡
閲
の
西
北
部

に
は
斜
に
淀
川
が
塞
か
れ
て
あ
-
､
右
岸
に
は
蛮

い
帥

積
平
野
が
あ
っ
て
千
里
山
の
丘
陵
群
が
北
に
紐

い
て
ゐ

る

｡
淀

川
の
南

に

は
河
内

北
部

の
庶

5,沖
積

平
野
が
あ

ら
.
間

の
西南
隅
に

は
大
阪
何

桁

の

一

部
が
あ
る
｡

蕉
駒
山
脈
は

山
の
傾
斜
地
塊
で
あ
る
.
其
両
面
は
忠

地
抑
敵
対
と
し
て
の
地
形
樹

近斜
･む
な
し
で
河
内
串
原
に
の
ぞ
ひ
け
れ
ど
も
反
対
の
例

は
比
較
的
経
で
あ
る
｡
生
駒
山
は
六
百
四
十
二
光
に
す

ぎ
な

い
が
河
内
'
大
和
耐
平
原
の
間
に
あ
っ
て
著
し
-

日
に
立
つ
事
は
闘
束
の
筑
波
山
に
似
た
も
の
が
あ
る
｡

岩
石
も
似
て
ゐ
て
閃
推
岩
よ
-
在
っ
て
ゐ
る
｡
試
み
に

地
形
同
の

水軍
曲
線
の
屈
j=;
の
少

い
部
分
と
大
在
る
部

分
と
の
界
に
娘
を
引

い
て
見
る
と
閃
純
岩
と
他
の
岩
石

の
地
質
境
碁
に
ほ
ぼ

一
致
す
る
0
生
駒
山
の
北
方
に
は

水
中
曲
線
の
錯
離
し
た
部
分
が
あ
る
.
之
は
花
閣
岩
の

地
域
で
あ
っ
て
､
少
し
粧
意
し
て
固
h
L蔑
む
と
崩
士
の

郁
髄
が
散
布

Ly
ゐ
る
の
に
気
が
付
-
｡
花
園
岩
は
組

織
が
粒
状
で
性
質
の
典
つ
ね
石
基
､
長
石
'
雲
母
の
集
合

で
あ
る
か
ら
容
易
に
風
化
さ
れ
る
｡
風
化
し
た
花
岡
岩

≡

六

三


